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年次の 4 月～ 9 月にＫ大学附属病院において 2 週間 2
単位の実習が行われ，そのうち 5 日間を小児病棟で実


























































1 例，女児 5 例の計 6 例であった．診断名は，急性リ
ンパ性白血病 4 例，松果体胚細胞腫 1 例，悪性リンパ
腫 1 例であった．年齢は，3 ～11歳であり，幼児期（ 3
～ 4 歳） 2 例，学童前期（ 8 歳） 1 例，学童中期（ 9
















対象者 性別 年齢 疾患名 治療内容・状況等
A 女児 3 歳 急性リンパ性白血病 化学療法，脱毛あり
B 女児 4 歳 急性リンパ性白血病 化学療法，脱毛あり，清潔隔離中
C 女児 8 歳 急性リンパ性白血病 化学療法，脱毛あり，清潔隔離中
D 女児 9 歳 急性リンパ性白血病 化学療法，脱毛が始まる
E 女児 10歳 松果体胚細胞腫 化学療法，放射線療法，脱毛なし，清潔隔離中
F 男児 11歳 悪性リンパ腫 化学療法，脱毛あり
表 2 　小児がんの子どもとかかわる際に意識したこと
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